
 

ポスターセッション 

一般演題 

 

１．PICU の手指衛生遵守率の評価に対する観察方法が与える影響の検討 

           －直接観察法とビデオ観察法のホーソン効果および費用対効果の比較－ 

〇平野 明博(東京大学医学部附属病院) 

【コアタイム：15:10～15:40（8 月 29 日）、14:40～15:10（8 月 30 日）】 

 

２．「マスクの常時着用のお願い」終了に伴う患者の認識の変化 

   〇高取 美香(山梨県立中央病院) 

【コアタイム：15:10～15:40（8 月 29 日）、14:40～15:10（8 月 30 日）】 

 

３．麻疹曝露を契機に明らかとなった職員の免疫状況と院内対応への影響 

   〇竪山 純子(明理会中央総合病院) 

【コアタイム：15:10～15:40（8 月 29 日）、14:40～15:10（8 月 30 日）】 

 

４．術後に結核が判明した症例における院内多数接触者発生の要因分析と初動対応の改善 

   〇永木 真紀(春日部市立医療センター) 

【コアタイム： 15:10～15:40（8 月 29 日）】 

 

５．新型コロナウイルス感染症流行初期の看護に従事した病棟看護師のレジリエンスと関連要因 

   〇大石 佳織(長崎大学病院) 

【コアタイム： 15:10～15:40（8 月 29 日）】 

 

６．整形外科病棟における特定行為研修修了者が採取した 

血液培養の汚染率と採取手技の実態評価 

   〇内田 雪妃(山梨県立中央病院) 

【コアタイム： 15:10～15:40（8 月 29 日）】 

 

７．小児の定期予防接種に関する親の意思決定の要因ツールの開発－信頼性と妥当性の検証－ 

   〇吉川 寛美(青森県立保健大学大学院健康科学研究科) 

【コアタイム： 15:10～15:40（8 月 29 日）】 

 

 

 

※コアタイムとは 

 本学術集会では、一般演題は口演発表を行わず、コアタイムを設けたオープンディスカッション形

式による示説発表としています。発表者はコアタイム中にポスター前で待機し、参加者との自由

な質疑・意見交換を行います。 

 

 



 

 

実践活動報告 

 

１．看護師・介護福祉士におけるおむつ交換時の個人防護具の使用の実際について 

   〇加藤 有希(飯富病院) 

【コアタイム：15:50～16:20（8 月 29 日）、15:20～15:50（8 月 30 日）】 

 

 ２．一般病棟看護師への理論を活用した手指衛生遵守の継続に向けた取り組み 

   〇三浦 直樹 (順天堂大学医学部附属静岡病院)  

 【コアタイム：15:50～16:20（8 月 29 日）、15:20～15:50（8 月 30 日）】 

 

３．個人防護具として用いる布製エプロン廃止の取り組みに関する一考察 

   〇横山 恵子(武蔵野大学 通信教育部) 

【コアタイム：15:50～16:20（8 月 29 日）】 

 

４．麻疹疑似症例に対する A 病院の感染対策実践の課題 

   〇小畑 恵介(甲府共立病院) 

【コアタイム：15:50～16:20（8 月 29 日）】 

 

５．精神科病院における感染対策の風土醸成に向けて～仲間作り～ 

〇松本 千明(桜ヶ丘病院) 

【コアタイム：15:50～16:20（8 月 29 日）】 

 

６．感染対策委員会による感染予防ラウンドの継続的な取り組みと組織への波及効果 

〇河西 由貴 (共立介護福祉センターいけだ) 

【コアタイム：15:50～16:20（8 月 29 日）】 

 

７．感染性胃腸炎アウトブレイク対応を契機に明らかとなった 

平時からの記録の統一と報告体制の課題 

〇飛彈 純子(白根徳洲会病院) 

【コアタイム：15:20～15:50（8 月 30 日）】 

 

８．標準予防策であるエプロンの導入について－従来の慣習が残る職場での実践報告－ 

   〇内藤 由美(どちペインクリニック) 

【コアタイム：15:20～15:50（8 月 30 日）】 

 

※コアタイムとは 

 本学術集会では、実践活動報告は口演発表を行わず、コアタイムを設けたオープンディスカッショ

ン形式による示説発表としています。発表者はコアタイム中にポスター前で待機し、参加者との

自由な質疑・意見交換を行います。 


